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Curcumin disrupts uterine leimyosarcoma cells
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子宮平滑筋肉腫細胞株である8KNおよび8K-UT- l を実験に用いた。 mTOR特異的限害薬のラパマイ
シン、さらにクルクミンによる細胞増殖への影響をMT8アッセイで検討した。薬物添加した培養細































した。薬物添加した培養細胞から蛋白質を抽出し、 AKT、 mTOR、 p7086、 86蛋白質のリン酸
異的阻害薬のラパマイシン、
クルクミンの効果をウエスタンブロット法で検討した口化や蛋白質発現に対するラパマイシン、
アポトーシスの誘導をCleaved PARP抗体を用いたウエスタンブロット法、 TUNELアッセイと
Caspase-3活性で検討した。
本研究の結果では、ラパマイシンおよびクルクミンは濃度依存的に細胞増殖を抑制し、
mTORとその下流標的蛋白質のリン酸化を低下させた事が分かつた。 SKN細胞においてラパマ
イシンがアポトーシスを誘導しなかったのに対して、クルクミンは濃度依存的にCleavedPARP 
クノレクミンはSK-UT-l細胞においても
AKT-mTOR経路を抑制し、細胞増殖の抑制が認められた。
子宮平滑筋肉腫細胞に対してクルクミンはラパマイシンとは異なるメカニズムで
蛋白質、 DNAの断片化と Caspase-3活性を増加させた。
AKT-mTOR経路を遮断し細胞増殖抑制およびアポトーシスを誘導した。本研究により、子宮平
滑筋肉腫細胞におけるクルクミンの抗腫療効果について、世界で初めて証明できた。更なる検討
により、今後の臨床応用が期待される。
の学位論文として合格と認める。
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